


























































１．調 査 の 概 要
-1-
（１）調査の目的 







小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 




















   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 








【中学校調査】             

























公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 







公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人




























公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 







公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人



























































































































































































































































生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,024,189 人 23.5 問/36 問 65.2％ 25.0 問 8.4 32 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






数と式 12 71.1 
図形 12 66.5 
関数  8 57.9 
資料の活用  4 57.9 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方  0  
数学的な技能 20 68.8 
数量や図形などについての
知識・理解 16 60.6 
問題形式 
選択式 13 67.2 
短答式 23 64.0 
















































































































































○* ○ 87.6 1.2
１（２） １(１)イ ○ ○ 70.1 0.2
１（３） １(１)ウ ○ ○ 76.2 1.1
１（４） １(１)ア,エ ○ ○ 89.7 2.7
２（１） １(２)エ ○ ○ 57.4 7.8
２（２） １(２)エ ○ ○ 76.1 0.3
２（３） ２(１)ア ○ ○ 78.8 1.6
２（４） ２(１)ウ ○ ○ 57.0 8.5
３（１） １(３)ウ ○ ○ 83.2 6.2
３（２） １(３)ウ ○ ○ 53.6 16.2
３（３） ２(２)ア ○ ○ 60.2 0.9
３（４） ２(２)ウ ○ ○ 63.0 14.4
４（１） １(１)ア ○ ○ 68.0 1.0
４（２） １(１)イ ○ ○ 90.8 2.4
４（３） １(２)ウ ○ ○ 32.2 19.1
５（１） １(２)ア ○ ○ 67.5 2.9
５（２） １(２)イ ○ ○ 90.3 0.4
５（３） １(２)イ ○ ○ 80.7 0.5






























等式 x＋４y＝１ を y  について解く 等式を目的に応じて変形することができる




































































































































６（１） ２(１)ア ○ ○ 42.6 0.5
６（２） ２(１)イ ○ ○ 69.8 0.9
７（１） ２(２)ア ○ ○ 78.9 4.7
７（２） ２(２)ウ ○ ○ 49.7 0.8
８ ２(２)イ ○ ○ 74.5 9.8
９ １(１)ア ○ ○ 21.1 20.2
１０（１） １(１)エ ○ ○ 85.0 7.1
１０（２） １(１)エ ○ ○ 57.6 9.3
１０（３） １(１)イ ○ ○ 35.5 20.3
１１（１） ２(１)イ ○ ○ 76.4 9.8
１１（２） ２(１)イ ○ ○ 56.4 1.7
１２ ２(１)ア ○ ○ 68.1 1.1
１３ ２(１)ウ ○ ○ 63.4 2.1
１４（１） １(１)ア ○ ○ 28.8 9.4
１４（２） １(１)イ ○ ○ 46.1 14.7
１５（１） ２(１)ア ○ ○ 78.2 1.7























































































生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,024,165 人 7.3 問/15 問 48.7％ 7.0 問 3.3 6 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






数と式  3 47.2 
図形  6 47.8 
関数  3 51.5 
資料の活用  3 49.4 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方 10 37.4 
数学的な技能  3 62.1 
数量や図形などについての
知識・理解  2 85.3 
問題形式 
選択式  4 54.2 
短答式  6 67.0 




















































































































































１（１） １(１)イ ○ ○ 68.0 0.2
１（２） １(１)イ ○ ○ 14.8 17.3
１（３） １(１)イ ○ ○ 53.2 0.3
２（１） １(２)ア ○ ○ 80.8 1.3
２（２） １(２)ア ○ ○ 45.2 8.0
２（３） １(２)ア ○ ○ 15.5 22.8
３（１） １(１)ウ ○ ○ 91.0 3.4
３（２） ２(１)イ,エ ○ ○ 19.1 32.8
３（３） ２(１)イ ○ ○ 44.6 17.0
４（１） ２(２)イ,ウ ○ ○ 45.0 19.8






○ ○ 44.9 0.9
５（１） １(１)ア ○ ○ 79.6 5.8
５（２） １(１)ア,イ ○ ○ 50.6 0.8



























































































































































































［数学Ａ］                  ［数学Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
      
 




















中核市 150,174 65.3 25.0 8.4
その他の市 494,547 64.1 24.0 8.4
64.6 25.0 8.5
へき地 15,148 62.2 23.0 8.2
町村 89,551 63.0 24.0 8.4











町村 89,537 46.5 7.0 3.2
中核市 150,167 48.6 7.0 3.3
その他の市 494,549 47.5 7.0 3.2
45.6 7.0 3.1へき地 15,149































［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
 
 













［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
     
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 



































1,775 47.4 47.0 6.4























［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

























生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
982,811 64.6 25.0 8.5
30.9 / 3610,107 85.8 32.0 5.0
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
11.0 / 1510,106 73.1 11.0 2.7
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
9.2 / 1531,273 61.2 10.0 3.2
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
27.0 / 36
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
31,271 75.1 29.0 6.5
7.2 / 15982,786 48.1 7.0 3.3
















































資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」





























資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」






















































○ 正答率は 87.6％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H23Ａ１(1) を計算する 未実施 P.14～ P.16 未実施
H25Ａ１(1) を計算する 83.7％ P.14～ P.15 P.24～ P.25




































１ (2) １ ア と解答しているもの。（a＋ b） 70.1 ◎
２ イ と解答しているもの。（a－ b） 20.3
３ ウ と解答しているもの。（a× b） 4.7




○ 正答率は 70.1％ である。







本設問を使って授業を行う際には，a＋ b，a－ b，a× b，a÷ b の計算結果を考えるた


















１ (3) １ １３ と解答しているもの。 76.2 ◎
２ ７ と解答しているもの。 10.4
３ －２ と解答しているもの。 5.5




○ 正答率は 76.2％ である。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(4) ８－５×（－６）を計算する 77.8％ P.16～ P.19 P.141，P.145
H23Ａ１(4) ３－２×（－４）を計算する 未実施 P.14～ P.18 未実施




























１ (4) １ －２ と解答しているもの。 89.7 ◎




○ 正答率は 89.7％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2) 正の数と負の数で表した２つの市の最低気 77.6％ P.16～ P.18 P.194，P.196
温の差を求める
H22Ａ１(3) 図書館から借りた本の冊数について， 86.1％ P.15～ P.18 P.178，P.181
１５０冊を基準にして１２８冊を負の数で表す
H25Ａ１(4) 東京の時刻を基準にして，東京とカイロの 65.6％ P.14， P.24，
時差を表す P.17～ P.18 P.27～ P.28
H26Ａ１(4) 大縄跳びの跳んだ回数について，３５回を 91.3％ P.14， P.24，
基準にして３８回を正の数で表す P.17～ P.19 P.28～ P.29
ある日の最低気温を基準にして，その前日 P.14， P.24，H27Ａ１(4) の最低気温との差から，前日の最低気温を 75.8％ P.18～ P.20 P.28～ P.29
求める
H28Ａ１(4) 今日の水位が１週間前の水位からどれだけ 69.6％ P.14～ P.15， P.24，




































２ (1) １ と解答しているもの。 53.1 ◎
２ a÷５ と解答しているもの。 4.3 ○
３ と解答しているもの。 10.9
４ ５÷ a と解答しているもの。 2.6



















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ２(3) a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを， 33.7％ P.19， P.29，a，bを用いた式で表す P.21～ P.24 P.32～ P.33
赤いテープの長さが aｃｍで，白いテープ P.21～ P.22，
H27Ａ２(2) の長さの 倍のとき，白いテープの長さ 23.6％ P.24～ P.25， P.30～ P.34
を aを用いた式で表す P.28





























２ (2) ア と解答しているもの。



















○ 正答率は 76.1％ である。
○ 誤答については，「イ １個１００円のガムを２０円引きで a 個買ったときの代金は b 円で






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(3) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 63.9％ P.20～ P.23 P.146，P.149
が表す量を選ぶ
H20Ａ２(5) ３a＋４bで表される事象を選ぶ 32.7％ P.20～ P.23 P.198，P.204～ P.205
H25Ａ２(2) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 67.9％ P.19，P.21， P.29～ P.31
が表す量を選ぶ P.24
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書





























２ (3) １ －４x＋８y と解答しているもの。 78.8 ◎





○ 正答率は 78.8％ である。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(1) (２x＋７y)－２(x－３y)を計算する 73.5％ P.20～ P.23 P.146～ P.147
H24Ａ２(1) (７x＋５y)－(５x＋２y)を計算する 78.5％ P.19～ P.22， P.216～ P.218P.24～ P.25
H25Ａ２(1) ２（５x＋９y)－５(２x＋３y)を計算する 82.1％ P.19～ P.20， P.29～ P.30P.24


































６ － x－３ と解答しているもの。 0.4





○ 正答率は 57.0％ であり，等式を目的に応じて変形することに課題がある。




























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) 等式 ２x＋３y＝９ を yについて解く 57.1％ P.20～ P.23 P.146，P.150～ P.151
H20Ａ２(4) 等式 x＋２y＝６ を yについて解く 55.0％ P.20～ P.24 P.198，P.202～ P.203
H21Ａ２(4) 等式 を aについて解く 45.7％ P.20～ P.24 P.232，P.237～ P.238
H22Ａ２(5) 等式 ２x＋ y＝５ を yについて解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189
H23Ａ２(4) 等式 ３x＋ y＝７ を yについて解く 未実施 P.19～ P.23 未実施
H27Ａ２(3) 等式 ２x－ y＝５ を yについて解く 65.0％ P.21～ P.22， P.30～ P.31，P.26，P.28 P.35～ P.36






























３ (1) １ －５ と解答しているもの。 83.2 ◎














問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(2) 一元一次方程式 ４（x＋５）＝８０ を解く 83.6％ P.24～ P.27 P.152，P.154
H20Ａ３(1) 一元一次方程式 －５x ＋７＝－ x ＋３１ 78.4％ P.25～ P.29 P.206～ P.207
を解く
H21Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 53.5％ P.25～ P.29 P.239，P.241～ P.242
H22Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.6％ P.24～ P.28 P.190～ P.191，P.194
H23Ａ３(1) 一元一次方程式 ０．１x＋１＝１．５ を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
H25Ａ３(1) 一元一次方程式 ３x＋７＝９ を解く 74.4％ P.26～ P.27， P.36～ P.38P.30
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.5％ P.31～ P.32， P.38～ P.40P.37
一元一次方程式 １．２x －６＝０．５x ＋１ P.29， P.38，H27Ａ３(2)
を解く
74.4％ P.31～ P.32， P.41～ P.42P.35










































3.6２ ６x－１６＝８x＋４ または と解答しているもの。y＝８x＋４
３ または と解答しているもの。 0.3
４ 上記以外の一元一次方程式を解答しているもの。 8.5




○ 正答率は 53.6％ であり，具体的な場面で，一元一次方程式をつくることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.6％ である。この中には，方程式の意味を理解して
いないとみられる「（６x＋１６）＋（８x－４）」という解答がある。















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27 P.152，P.154～ P.155
H20Ａ３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 60.5％ P.25～ P.28 P.206，P.208～ P.209






73.4％ P.24～ P.28 P.196，
P.198～ P.199
H23Ａ３(2) ２通りで表される数量を文字を用いた式で 未実施 P.25～ P.29 未実施
表し，一元一次方程式をつくる
H25Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 83.1％ P.26， P.36，P.29～ P.31 P.39～ P.40
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(3)
る数量を選び，式で表す










































（x＝１，y＝１ の１組だけが，x＋ y＝２ の解である。）
イ と解答しているもの。
２ （x＋ y＝２を成り立たせる整数 x，yの値の組だけが，x＋ y＝２ 22.3
の解である。）
ウ と解答しているもの。
３ （x＋ y＝２を成り立たせる x，yの値の組すべてが，x＋ y＝２ の 60.2 ◎
解である。）




○ 正答率は 60.2％ であり，二元一次方程式の解の意味の理解に課題がある。






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ３(3) 二元一次方程式 x － y ＝１の解について 59.1％ P.25～ P.28 P.206，P.210
正しい記述を選ぶ
H25Ａ３(2) ２x ＋ y ＝６の解となる x，y の値の組を 78.2％ P.26，P.28， P.36，







例えば，二元一次方程式 x＋２y＝３ は，x＝１，y＝１ であれば成り立つが，
x＝１，y ＝２ では成り立たないことを，x ＋２y の式の値を基に判断できることを確認す
る場面を設定することが考えられる。その上で，二元一次方程式 x ＋２y ＝３ の x に整数

















３ (4) １ （x＝）４，（ y＝）１ と解答しているもの。 63.0 ◎
２ xの値のみを正しく解答しているもの。 1.0
３ yの値のみを正しく解答しているもの。 1.3
４ （x＝）１，（ y＝）４ と解答しているもの。 1.7




○ 正答率は 63.0％ であり，簡単な連立二元一次方程式を解くことに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.7％ である。この中には，x ＋ y ＝５ のみを満た
す x，yの値の組を求めたとみられる「（x＝）６，（y＝）－１」や「（x＝）３，（y＝）２」
という解答がある。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x＋７y＝３H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x＋３y＝１
y＝３x－１H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x＋２y＝１６
２x－３y＝１H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x＋２y＝８
３x＋２y＝９ P.190～ P.191，H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28x＋ y＝４ P.195
y＝２x－１H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施y＝ x＋３
a＋ b＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a＋ b＝１１ P.31 P.226～ P.227
y＝３x－２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％y＝２x＋３ P.35～ P.37 P.44～ P.45



































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ４(2) 垂線の作図で利用されている図形の性質を 52.1％ P.30～ P.32 P.212，P.215
選ぶ






49.6％ P.35～ P.36， P.41～ P.44
P.38







































































○ 正答率は 90.8％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H27Ａ４(2) △ＡＢＣを，矢印の方向に４ｃｍ平行移動 55.2％ P.37， P.47，







































４ (3) １ と解答しているもの。 32.2 ◎
２ と解答しているもの。 6.7
３ と解答しているもの。 0.3






○ 正答率は 32.2％ であり，扇形の弧の長さを求めることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 38.0％ である。この中には，円の面積を求めたとみら
れる「２５π」という解答がある。
○ 無解答率は 19.1％ である。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H24Ａ４(3) 中心角が１２０°の扇形の面積について正し 70.6％ P.32～ P.34， P.232～ P.233，




























６０ ５６０ １０π× ＝ π３６０ ３
１２０ １０１２０ １０π× ＝ π３６０ ３
１８０１８０ １０π× ＝５π３６０
２４０ ２０２４０ １０π× ＝ π３６０ ３















































○ 正答率は 67.5％ であり，空間における直線と平面の平行についての理解に課題がある。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)① 直方体において，与えられた面に垂直 66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1) 直方体において，与えられた面に垂直 66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
H26Ａ５(1) 直方体の１つの面の対角線を含む直線 81.4％ P.46～ P.48， P.53～ P.55
と平行な面を書く P.52




























○ 正答率は 67.5％ であり，空間における直線と平面の平行についての理解に課題がある。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)① 直方体において，与えられた面に垂直 66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1) 直方体において，与えられた面に垂直 66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
H26Ａ５(1) 直方体の１つの面の対角線を含む直線 81.4％ P.46～ P.48， P.53～ P.55
と平行な面を書く P.52
































５ (2) １ ア と解答しているもの。 90.3 ◎
２ イ と解答しているもの。 3.9
３ ウ と解答しているもの。 2.7




○ 正答率は 90.3％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書























































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの線分の 55.7％ P.32～ P.36 P.204～ P.205，
長さの関係について，正しい記述を選ぶ P.209～ P.210
H28Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの角の大 79.2％ P.41～ P.42， P.52，



















































５ (4) １ １５００π と解答しているもの。 53.0 ◎
２ ３００π と解答しているもの。 5.4
３ １５０π と解答しているもの。 6.9
４ ５００π と解答しているもの。 1.7




○ 正答率は 53.0％ であり，円柱の体積を求めることに課題がある。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書











































６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ a である。） 12.2
２ イ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ bである。） 42.6 ◎
３ ウ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ c である。） 2.3
４ エ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ d である。） 3.1








○ 正答率は 42.6％ であり，錯角の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「ア ∠ xの錯角は，∠ aである。」を選択した解答類型１の反応率が
12.2％ である。この中には，∠ a が∠ x と等しい大きさの角であることから∠ a が錯角で
あると捉えた生徒がいると考えられる。





問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ６(1) 同位角の位置にあるものを選ぶ 42.0％ P.38～ P.39 P.258～ P.259



























６ (2) １ ア と解答しているもの。（n＋１） 8.7
２ イ と解答しているもの。（n） 5.1
３ ウ と解答しているもの。（n－１） 10.0
４ エ と解答しているもの。（n－２） 69.8 ◎




○ 正答率は 69.8％ であり，多角形の内角の和の求め方の理解に課題がある。













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.7％ P.36～ P.39 P.220～ P.221，
が表すものを選ぶ P.223
H24Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.9％ P.43～ P.47 P.247～ P.248，
が表すものを選ぶ P.252～ P.254


































７ (1) １ ３組の辺 と解答しているもの。 78.9 ◎
２ ２組の辺とその間の角 と解答しているもの。 5.2
３ １組の辺とその両端の角 と解答しているもの。 0.6
４ 直角三角形の斜辺と他の１辺 と解答しているもの。 0.6




○ 正答率は 78.9％ である。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件
H19Ａ８ を選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞ 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
れ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H22Ａ７(2) を選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺が 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
それぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H23Ａ７(1) を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
ぞれ等しい）
H25Ａ７(1) 証明で用いられている三角形の合同条件 79.7％ P.50～ P.52， P.56～ P.57
を選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件
H26Ａ７ を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
ぞれ等しい）















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件
H19Ａ８ を選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞ 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
れ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H22Ａ７(2) を選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺が 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
それぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H23Ａ７(1) を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
ぞれ等しい）
H25Ａ７(1) 証明で用いられている三角形の合同条件 79.7％ P.50～ P.52， P.56～ P.57
を選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件
H26Ａ７ を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
ぞれ等しい）











































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
長さの等しい２本の棒を２種類使って組
H23Ａ７(2) み合わせた四角形が，いつでも平行四辺 未実施 P.46～ P.49 未実施
形になることの根拠となる事柄を選ぶ




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
コンパスを使った平行四辺形のかき方に



















































○ 正答率は 74.5％ である。





問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書


























９ １ ①に 面積 と解答し，②に 縦の長さ と解答しているもの。 21.1 ◎
２ 上記１以外で，①に 面積 と解答しているもの。 5.5
３ 上記１以外で，②に 縦の長さ と解答しているもの。 3.6
４ ①に 縦の長さ と解答し，②に 面積 と解答しているもの。 21.2
５ 上記４以外で，①に 縦の長さ と解答しているもの。 9.4
６ 上記４以外で，②に 面積 と解答しているもの。 3.2
７







○ 正答率は 21.1％ であり，関数の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「① 縦の長さ，② 面積」と解答した解答類型４の反応率が 21.2％ で
ある。この中には，独立変数と従属変数の違いを区別できていない生徒がいると考えられる。
誤答である解答類型９の反応率は 15.5％ である。この中には，事象の中に伴って変わる
２つの数量を見いだすことができないとみられる「① y，② x」や「① 長方形，② 比例」
という解答がある。
○ 無解答率は 20.2％ である。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
与えられた表を基に，宅配サービスの重量



































10 (1) １ １２ と解答しているもの。 85.0 ◎
２ と解答しているもの。（ yに３を代入したときの xの値） 0.1




○ 正答率は 85.0％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ11(1) 一次関数 y＝２x－１について，xの値が 82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの yの値を求める
H27Ａ10(2) 比例 y＝２xのグラフ上の点Ａの x座標が 65.8％ P.64，P.67， P.75，























10 (1) １ １２ と解答しているもの。 85.0 ◎
２ と解答しているもの。（ yに３を代入したときの xの値） 0.1




○ 正答率は 85.0％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ11(1) 一次関数 y＝２x－１について，xの値が 82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの yの値を求める
H27Ａ10(2) 比例 y＝２xのグラフ上の点Ａの x座標が 65.8％ P.64，P.67， P.75，























10 (2) １ －２x と解答しているもの。 57.6 ◎
２ と解答しているもの。 2.3












問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書









○ 比例のグラフから xと yの関係を式で表すことができるようにする






















10 (3) １ ３６ と解答しているもの。 35.5 ◎
２ ９，４， のいずれかを解答しているもの。 6.2
３ －６ ，－３ のいずれかを解答しているもの。 3.5




○ 正答率は 35.5％ であり，与えられた反比例の表において，比例定数の意味の理解に課題
がある。






















比例について，a を比例定数として，y＝ ax または， ＝ aという式で表される関係でx
あることや，反比例について，aを比例定数として， または xy＝ a という式で表
される関係であることを確認する活動を取り入れることが考えられる。
本設問を使って授業を行う際には，x の値とそれに対応する y の値の積が常に一定になっ



























11 (1) １ ３x＋２ と解答しているもの。 76.4 ◎
２ ２x＋３ と解答しているもの。 4.3
３ 比例の式を解答しているもの。 1.8
４ 上記１～３以外で一次関数の式を解答しているもの。 2.3




○ 正答率は 76.4％ である。
学習指導に当たって
○ 一次関数の式とグラフの特徴について，それらを関連付けて理解できるようにする
一次関数 y＝ ax＋ b のグラフについて，aの値と bの値をそれぞれ変化させたときの式
とグラフの様子を関連付けて捉える場面を設定し，a が直線の傾きであること，b が切片で
あることを理解できるように指導することが大切である。
例えば，y＝ ax＋２ で aの値を変えたときのグラフを比較し，aの値によってグラフの
傾き具合が決まり，グラフは a の値が正の数のとき右上がり，負の数のとき右下がりにな
ることを確認する活動を取り入れることが考えられる。また，y＝３x＋ b で bの値がグラ

















11 (2) １ ア と解答しているもの。 10.9
２ イ と解答しているもの。 14.6
３ ウ と解答しているもの。 56.4 ◎




○ 正答率は 56.4％ であり，与えられた一次関数の表において，変化の割合の意味の理解に
課題がある。
○ 誤答については，「ア」を選択した解答類型１の反応率が 10.9％ である。この中には，







問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書







一次関数 y＝ ax＋ b の変化の割合を求めることができるように指導することが大切で
ある。その際，表における x，y の値の変化の様子を調べ，変化の割合の意味を理解できる
ようにすることが考えられる。




は，x の増加量が１以外の場合でも で求められ，この値は x が１増えたときxの増加量
の yの増加量で常に一定であることが理解できるように指導することが大切である。
x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･ a＝
２ ｜ １
y ･･･ －５ －３ －１ １ ３ ５ ７ ･･･ ＝２
x ･･･ －６ －４ －２ ０ ２ ４ ６ ･･･ a＝
４ ｜ ２
y ･･･ －１１ －７ －３ １ ５ ９ １３ ･･･ ＝２
x ･･･ －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ ･･･ a＝
６ ｜ ３






















































12 １ ア と解答しているもの。(１分) 4.0
２ イ と解答しているもの。(２分) 10.7
３ ウ と解答しているもの。(４分) 68.1 ◎
４ エ と解答しているもの。(１１分) 3.5




○ 正答率は 68.1％ であり，具体的な事象における２つの数量の変化や対応を，グラフから
読み取ることに課題がある。
○ 誤答については，「イ ２分」を選択した解答類型２の反応率が 10.7％ である。この中
には，１目盛りの大きさを誤って捉えた生徒がいると考えられる。









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
線香が燃えるときの時間と長さの関係を表































13 １ ア と解答しているもの。 7.4
２ イ と解答しているもの。 22.3
３ ウ と解答しているもの。 4.8




○ 正答率は 63.4％ であり，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ の解を座標とする点の全体の集
合が，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフと一致することの理解に課題がある。
○ 誤答については，「イ」を選択した解答類型２の反応率が 22.3％ である。この中には，









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ13 二元一次方程式が表すグラフを選ぶ 57.8％ P.58～ P.59 P.248～ P.249
学習指導に当たって
○ 二元一次方程式とグラフの特徴について，それらを関連付けて理解できるようにする
二元一次方程式 ax＋ by＋ c＝０ を一次関数の式とみることにより，グラフの特徴を
一次関数と関連付けて理解できるように指導することが大切である。
本問題を使って授業を行う際には，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ は，x と y の間の関数
関係を表す式とみて，y＝－２x＋６ と変形することによって，yは xの一次関数であるこ
とを確認することが大切である。その上で，y ＝－２x ＋６ のグラフは，傾きが－２，切片






















14 (1) １ １６ と解答しているもの。 28.8 ◎




○ 正答率は 28.8％ であり，範囲の意味の理解に課題がある。














平均値 中央値 最大値 最小値 範囲
原田選手（ｍ） １２０．０ １１５．５ １３７．０ ６６．０ ７１．０
















14 (2) １ ０．１ と解答しているもの。 46.1 ◎
２ ３ と解答しているもの。（階級の度数） 15.6
３ ２ と解答しているもの。（階級の幅） 1.0
４ ３０ と解答しているもの。（総度数） 0.2




○ 正答率は 46.1％ であり，与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求める
ことに課題がある。



























14 (2) １ ０．１ と解答しているもの。 46.1 ◎
２ ３ と解答しているもの。（階級の度数） 15.6
３ ２ と解答しているもの。（階級の幅） 1.0
４ ３０ と解答しているもの。（総度数） 0.2




○ 正答率は 46.1％ であり，与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求める
ことに課題がある。














問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒ





































































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り
H20Ａ15(2) 出すとき，その玉が赤玉である確率を求め 75.2％ P.62～ P.64 P.253，P.255
る
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ13(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 57.9％ P.59～ P.61 P.291，
和が７になる確率を求める P.293～ P.294
H23Ａ13(1) ２枚の硬貨を同時に投げるとき，２枚とも 未実施 P.65～ P.68 未実施
表の出る確率を求める
数字の書かれた３枚のカードから２枚の P.283，
H24Ａ14(2) カードをひくとき，両方とも奇数のカード 58.5％ P.69～ P.71 P.285～ P.286，
である確率を求める P.288～ P.289
H25Ａ15(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 54.7％ P.77， P.84，
出る目が両方とも１になる確率を求める P.79～ P.80 P.86～ P.87
樹形図を利用して，３枚の硬貨を同時に投 P.84，H26Ａ14(2) げるとき，表が２枚，裏が１枚出る確率を 65.6％ P.86～ P.88 P.92～ P.95
求める
















































１ ア と解答しているもの。 12.5
２ イ と解答しているもの。 10.0
３ ウ と解答しているもの。 68.0 ◎














































１ (a)，(b)，(c)を記述しているもの。 7.0 ◎
２ (b)の記述が十分でなく，(a)，(c)を記述しているもの。 0.4 ○
３ (b)に関する記述がなく，(a)，(c)を記述しているもの。 3.2 ○
(a)を記述し，(b)，(c)以外に四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重













































































































１ ア と解答しているもの。 53.2 ◎
２ イ と解答しているもの。 21.9
３ ウ と解答しているもの。 7.0





○ 正答率は 53.2％ であり，与えられた模様について，図形の移動に着目して観察し，対称
性を的確に捉えることに課題がある。








































２ (1) １ ２６ と解答しているもの。 80.8 ◎
２ ３０ と解答しているもの。 2.9
３ ２５ と解答しているもの。 1.6




○ 正答率は 80.8％ であり，相当数の生徒ができている。


























２ (1) １ ２６ と解答しているもの。 80.8 ◎
２ ３０ と解答しているもの。 2.9
３ ２５ と解答しているもの。 1.6




○ 正答率は 80.8％ であり，相当数の生徒ができている。



























２ (2) １ n－１ と解答しているもの。 45.2 ◎
２ n と解答しているもの。 2.7




○ 正答率は 45.2％ であり，与えられた説明の筋道を読み取り，事象を数学的に表現するこ
とに課題がある。





































１ (a)，(b)，(c)について記述しているもの。 6.2 ◎
２ 上記１について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 2.2 ○







































１ (a)，(b)，(c)について記述しているもの。 6.2 ◎
２ 上記１について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 2.2 ○














○ 正答率は 15.5％ であり，事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に
即して解釈したりすることを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することに課題
がある。























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ｂ６(3) 碁石全部の個数を，３（n－２）＋３という 25.3％ P.115， P.124，









































３ (1) １ Ａ と解答しているもの。 0.3
２ Ｂ と解答しているもの。 0.6
３ Ｃ と解答しているもの。 0.9
４ Ｄ と解答しているもの。 1.9
５ Ｅ と解答しているもの。 91.0 ◎
６ Ｆ と解答しているもの。 1.2















































例１ 直線のグラフをかき，y＝１５００ のときの x座標を読む。
（解答類型１）







１ または，実際にグラフをかき，y 座標が１５００のときの x座標を読 1.4 ◎
むことについて記述しているもの。
(a)について「直線」についての記述がなかったり，(b)について







４ または，実際に一次関数の式を求めて，y ＝１５００ を代入して x 2.4 ◎
の値を求めることについて記述しているもの。
(c)について「一次関数」についての記述がなかったり，(d)につ















































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書










































３ (3) １ ４６≦ b≦７０ と解答しているもの。 44.6 ◎
２ ３≦ b≦５ と解答しているもの。 1.5












○ 正答率は 44.6％ であり，数学的な表現を事象に即して解釈し，的確に処理することに課
題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 31.2％ である。この中には，節水の方法と節水量にお
ける歯磨き１回の節水量５Ｌと，シャワーを流しっぱなしにしている時間を１分間短くした
ときの節水量１２Ｌを表したとみられる「５≦ b≦１２」という解答がある。







































































３ 上記１，２以外で，正しく証明しているもの。 0.0 ◎
上記３について，根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でな














○ 正答率は 45.0％ であり，筋道を立てて考え，証明することに課題がある。



















































４ (2) １ ８０ と解答しているもの。 61.0 ◎
２ １００ と解答しているもの。 4.1
３ ６０ と解答しているもの。 4.7
４ １２０ と解答しているもの。 1.7
５ ４０ と解答しているもの。 3.9




○ 正答率は 61.0％ であり，付加された条件の下で，図形の性質を用いることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.2％ である。この中には，「９０」という解答があ
る。







































































































５ (1) １ １２ と解答しているもの。 79.6 ◎




○ 正答率は 79.6％ である。


























５ (2) １ ア と解答しているもの。（平均値） 29.5
２ イ と解答しているもの。（中央値） 50.6 ◎
３ ウ と解答しているもの。（最頻値） 11.7
４ エ と解答しているもの。（最大値） 5.5




○ 正答率は 50.6％ であり，与えられた情報から必要な情報を選択し，事象に即して解釈す
ることに課題がある。














































１ (a)，(b)について記述しているもの。 5.7 ◎




















○ 正答率は 18.0％ であり，資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて
説明することに課題がある。











○ 無解答率は 30.6％ である。
学習指導に当たって
○ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする
資料の分布の様子を捉える場面を設定し，資料の傾向を的確に捉えて判断できるように指
導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，１週間の総運動時間が４２０分以上の女子は，４２０分
未満の女子より体力テストの合計点が高い傾向にあるかどうかを２つの分布の比較から検討
し，判断する場面を設定することが考えられる。なお，総度数が異なる２つの集団を扱う際
には，相対度数を用いると各階級ごとの比較が可能になることや，相対度数を使った度数分
布多角形を用いると２つの資料の分布の特徴を捉えやすくなることを確認する場面を設定す
ることも考えられる。その上で，資料の２つの分布の特徴を捉え，根拠を明確にして事柄が
成り立つ理由を説明する活動を取り入れることが考えられる。
（参照）「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.13～ P.14
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本問題全体の学習指導に当たって
○ 目的に応じてデータを収集し，資料を整理して捉えた傾向を基に，新たな構想を立て
て実践することができるようにする
資料を収集・整理し，傾向を捉えて説明する一連の活動の後，問題解決の過程を振り返り，
処理の仕方を見直す場面を設定し，日常生活や社会における問題解決のための構想を立てる
ことができるように指導することが大切である。その上で，必要に応じて新たな資料を収集
したり，視点を変えて整理したりして分析するという活動を取り入れることが大切である。
例えば，全校生徒の体力向上という目的のために，１週間の総運動時間のアンケートを行
い，その資料を整理して全校生徒の傾向を捉える活動を取り入れることが考えられる。その
際，階級の幅を変えるなどしてヒストグラムを作成する場面を設定することが考えられる。
その上で，新たな構想を立てて実践することとして，男子の１週間の総運動時間についての
データをまとめて男子と女子の両者の傾向を比較する活動や，部活動の所属に着目して整理
し分析する活動を取り入れることが大切である。なお，目的に応じて新たなアンケート項目
を検討することも考えられる。
※出典等
本問題の表やグラフは，スポーツ庁『平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告
書』（平成２７年１２月）を基に作成したものである。
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